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内 発 的 発 展 と 国 民ll….J'.済

一一東京一極集中 と地域 自立…一..

池 上 惇

は じ ・め に

この論文*は 鶴見和 子氏の内発的発展論の積極面 を評価 しっっ も,国 民経済

的視点か ら批判的 に検討 し,東 京一極 集中の構造(通.称 に従 う。厳密 に言 えば,

集権的一極集中 と言 うべ きであろ う)を 解明 して原因=i:型ヨらかにす る一方,各

地域の個性 とその相互 の共存 のシステムを構 想す る視点か ら,極 端 な集中 のメ

カニズムを憲法 的なル ール によって,民 主主義的 に制御す る可能性 をい くつか

の視点か ら探 求す ることを 目的 としている。世界都市東京 と.いう視点か らの分

析 も多 国籍企 業の展開 との関わ りで重要ではあるが,本 報告 では,日 本 国 内に

おけ る地 域 自立 の問題 に限定 したため検討 の対象か ら除外 した1)、,

検討 の方法は次 の通 り.である。

1)東 京 一極集中 を考察す る前提 として,地 域 自立 のi…}i…≡.盤として,「 地域社会

の発展 におけ る文 明の個性 的(あ るいほ文化的)継 承」 と,集 権的一極集中

の基盤 としての 「文 明の非個性的(あ るいは非文化1:i!…1)継承」 の差異 を理論

*こ の論文 は1992年 ユ0月ユ2日,東 京大学 社会 情報 研究 所 で開催 さ　'1,六:二文蓋窩省科 学研究 費重 点領 域

研究 「情報 化社 会 と人 間」,第4群 ・総 括班 主催 シ ンポ ジ ュ ウム 「高度情 報化 と社会 経済 システ

ム」第2分 科会 「東 京一 極集 中 と地 域 自立」 にお け る報告 の全 文.である。報 告 の機 会 を与 えてい

ただい た高 木教典 領 域代 表,伊 藤i誠第4群 代表,同 須藤修 幹事 に厚 く御 礼 を申.、.ヒげた い。

1)内 発 的発 展論 に も,い くつ かの系 譜 が あ り,西 欧 型近 代化 に た.1,....サ.'る地 域社 会 の多様 な近 代化

の道 を提 示 した鶴 見和 子,川 田侃氏 らの見解,世 界 的 な規 模 で の:劃慰籍企 業 の展開 と国境 の役割

の 低下,国 際 化 され た都市 の発 展 の可能性 を踏 まえて,地 域 の固:鶴生を活 か1.,た発 展 を構 想 す る

考 え方(ECの 「科 学 と技 術 の予測 と評 価」委 員会 の委員 長 で あ;i5R.PetI'CIL&の 見解 で,レ ギ

昌 ラシオ ン学 派 もほ ぼ,同 様 の視 点 にた っ。宮 本憲 一 ・横 田茂U.=}:1:11-11M二郎編 「地 域経 済学 」有

斐 閣・ ユ989年.参 照),農 村社 会 の問 題点 か ら出発 して,地 域 の1.i量:.有性1:二君 自す る守友裕 一 「内

発 的発 展の道 」農 山漁村 文 化協 会,1991年.な どが あ る。
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的 に考 察 す る。 そ の際,キ ー ワー ドと1

ン フ ラス トラ クチ ャー を設定 す る。

2)地 域 社 会 を コ ミュ ニテ ィの集合 体 とi

と して 把握 し,こ れ らの 自治体 が,現 イ

う環 境 にお かれ る ことに よ って,東 京 一

過 程 を解 明す る。

3)東 京 一 極 集 中(集 権 的一 極 集 中)を:1

フ ン ー ム ワー ク と して 内発 的発 展 論 をiI

「文 明 を非 個 性 的 に継 承 す る国民 経済」

済 」 との違 いが 解 明 され る。

4)内 発 的発 展 論 を現代 の社 会進 化 論 の;

社 会 の再生 のた め には,ど の よ うな憲}

の整 備 が 必要 か,を 展望 して結論 とす.

.・5・6号

...噛.ζ::固有 価値,コ モ ン ・ス トッ ク,イ

.、て の 市町 村 自治体 と都 道 府 県 自治 体

1::資本 主義 の もと での 情報 化 社 会 とい

・一極 集 中 の構 成 要 素 に転 化 され て ゆ く

1≡≡::il:三し地 域 自立 を達 成 し うる理 論 上 の

:::判的 に検 討'す る。 こ こでは,特 に,

:と 「文 明 を個 性 的 に継 承 す る国 民 経

…21こか で位 置 づ けて み て,個 性 的 な地 域

i;.i…・的 ル ・一.・ノし'やイ ンフ ラス トラ クチ ャー

:ヨiiI:〕

1情 報技:術の発展の もとで1の文明の個性的継承

1.固 有 価値(固 有 の文化 ス トック)の1

現代 日本社会 における家計 と企業 は..

地 域社会 で,生 活や営業のための空 間的

種 の意思決定 であ り,決 定 にあた っては:

環境 として把握 し,決 定者 の もつ知識や

択 の対 象 とな った環 堵に関す る情報 を照

って.家 計 をにな う個人や企業 の代表者

域 に見 出す こ とがあ る。 そ して,そ のよ

て消滅す るのではな くて,長 期 的な歴史

会 の大 多数が認 める価値 として地域社会

れ を地域社会 の固有価値 と呼ぶ ことがで

もの もあれば,無 形の もの もある。かっ

1:i田i念と情 報 技 術 に よ る再 生 可 能 性

=ヒ:「場 で財 を選 択 す るだ け で な く,あ る

・位 置 的選 択 を行 な う。 この選 択 は一

;:$択の対 象 とな る地 域 を広 い意 味 で の

!i:i鹸の蓄 積,財 産,な どの情報 と,選

含 しっっ実行 され る。 この選界 にあた

が 「か け.がえ の ない価 値 」 を特 定 の 地

・i…な価値 が偶 然 的 ,一 時 的 に形 成 され

の なか で評価 が定 着 し,あ るい は,社

:!)評価 に あた って定 着 して くる と,こ

・i下る。 この よ うな 固有 価 値 には有 形 の

て,」.ヲ スキ ソが観 察 した イ タ リア
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の歴史都市 におけ る建築物 の天井画や,人 々を時代 を走:1….えて感動 させず にはお

か ない景観 その地域 に しか産出 しない希少資源 を用いた調度ll詰な どは,有 形

である。 また,特 産品を創 り続けて きた鉄砲鍛治の熟i献 二支 えられ て きた地域

の金属加工 品や工芸 品の背後 にある 「伝統 のた くみ」 の 「わ ざ」 な どは無形で

ある2)。

固有価値 の重要 な特 徴は新 しい文 明が入 って きたか らと言 って,価 値 を失 っ

て消滅 して しまわないで,絶 えず文 明 を受入れ なが ら価値 を維擢1…し,条 件 によ

っては,新 しい質 を創造 しうる潜在 力 を もっている こと.であ る。有形 の固有価

値 を もつ ものは,時 代 を越 えて観賞 され,学 習 の対象.と.され,複 製 され,よ り

高い質 を創造す る基礎 とされ る。無形 の固有価値 はg:育 や訓練 を通 じて人 か ら

人へ と直接 に伝達 され る。

最近 の情報技 術の特徴の一つは,こ れ らの有形 の固-1…li価値 を精}巧に複写 し,

大:量に供給 しうる可能性 に道 を開 いた ことであ る。 そ して,無 形 の固有価値 に

ついて も,例 えば,熟 練 した達人 の動作 に合 せて機械 に.記憶 させ,あ たか も,

熟練 した人が仕事 をしたか のように精巧 な仕事 をさせる こと方書で きるよ うにな

った..こ の ことは後に述べ るよ うに,情 報化の進展 が1…1賄価値 の・認識 を可能に

す る側面 をもっ こ とを示唆 してい る8)1。一

2.地 域 の個 性 と多様 性 を相 互 に生 か し合 うシス テ ム.;ヒ.しての コモ ン ・ス トッ

ク

地 域社 会 の個 性(自 然 と人 間の相:互:作用 の結果 で あ る::〉を空 「司的 な分 業 に よ

って相 互 に活 用 し合 う≒ ころか ら生 ず る生 産 力 を社 会 の コモ ン ・ス トック と定

義 す る。地 域 社 会 の 自立 性 や 独立 性 は,こ の よ うな意.i:{…1.での=…モ ン ・ス トック

が発 展 すれ ば す るほ ど,促 進 され,確 実 な もの とな る,こ の よ うな シス テ ムめ.

2)J.Ruskin,MuneraPulveris,SixEssays・ntheElement.・ ・:〆.P・翫.icalEconomy,1972・

Chap.2.木 村 正 身 「ム ネ ラ ・プ ル ウ ェ リス ー 政 治 経 済 要 義 論 一…」 開 講 院,】.958年,原 著 者 序

文 参 照 。

3)池 上 惇 「固 有 価 値 の経 済 学 」『経 済 論 叢 』148巻 一一ゴ・2・3号(::1.∈:.91年9月),
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具体 例 と して は,都 市 と農 村 の分 業 関係 を水 の供 給 と肥 料 め供 給 の相 互 関 係 と

して シ ス テ ム化 した チ ャ ドウ ィ ック構 想,古 典 的 な都 市 理 論 に お け る 田園 都市

の シス テ ム,最 近 で は,い わ ゆ る産 地 直 送 に よ る者区市 と農 村 の 「契 約 市場 シス

テ ム」,都 市 との交流 に よ る 農 山漁 村 の活 性化 をめ ざす 「・・一 フ ・ソサ イエ テ

ィの シ ス テ ム」 な どを挙 げ る こ とが で きる.,(農 山 漁 村 活 性化 研 究 会 編著,国

土 庁計 画 ・調 整局 監修 「ハ ー フ ・ソサ イ・・:・ラ㌧1の 新 た な 展 開一 都 市 との交 流 に

よ る農 山漁 村 の活 性 化 を め ざ して」)こ れ らの シス テ ム の構 成 要 素 は 例 えば,

ハ ーフ ・ソサ イエ テ.イに おい て は4}

A.グ ラ ン ドデ ザ イ ンの構 想.都 市 と農..Hの 双 方 の住 民 に希 望 を分 か ち合 え

る構 想 を提 示 し,ネ ッ トワー ク形成 の.1漬 直し:をつ く りあげ る。J.リ ップ

ナ ヅク とJ,ス タ ンプス は 「ネ ッ トワ … ク とは:,わ れ われ を結 び付 け,活

動 ・希 望 ・理 想 の分 か ち合 い を可能 に:1する リンクで あ る。」5)と 指 摘 して い

る。

B.地 域 の個 性 の形 成 と発 展 地 域社iii…iの固有価 値 を評 価 す る こ とを出発 点

と し,地 域 資 源 と しての 独 自の景 観 と 劇ふ るさ と的環 境 」 を形成 す る。 と

くに地 域 に根 差 した生 活:文:化,伝 統 的 家屋,食 文 化,衣 料 文 化,伝 統 芸 能.

伝 統 工 芸,農 林漁 業 な どの発 展 を重1∫…!.し,地域 の生 活 環 境(上 下 水道,生

活 道 路 な ど)の 整 備 を基 礎 に1一交M5i::…源:」と1一,ての遊 歩 道,文 化 ・ス ポ ー

ツ施 設,民 俗 資 料 館,体 験 工 房,花 や沐:の栽培 ・観 賞 へ と展 開 して ゆ く。

C,内 発 性 の発 揮.住 民の 自発 性 と参 加 を基 礎 に,地 域 の固有 価 値 を見 直 し,

「開か れ た」 地 域 つ く:りの 方 向 を探:求 す る。 と:くに地 域 資 源 を 活 か し た

「仕 事 を起 こす」 シ ステ ムを地 方 齢iiを 基 礎 に構 築 す る こと,そ れ らを支

援 す る公 共 的 な体 制 の整 備 が必 要 とさ::1.しる6)。

4)農 山漁村活性化研究会編著,国 土庁計画 ・調書li局監修 「ノ・・一一フ・ソサイエテづの新たな展開一

部布との交流による農山漁村の活性化をめざして.」ぎ上うせい,1990年 。

5)」.Lipnack&」.S【a皿Ps,Networking,1982,.ll… 二会開発統計研究所訳 「ネットワーキング」プ
レジデント社.1994,23べ_ジ 。`

6)地 域の社会福祉事業を中心とした仕事起こし,〔り意義については,池 上惇 「福祉と協 同 の思

想」青木書店,1989年,参 照。
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D.人 材 の 育成 ・確 保.仕 事 を起 こ し,地 域 を創 り.」:二げ るに は,固 有 価 値 を

評 価 す る力量 を も.つた専 門家 の参 加 ・協 力 と継 続 的 な教 育 や 副【陳 の シス テ

ムが 必 要 であ る。 非 営利 的 な組 織 の創 設 や り一 ダ ー.一,スタ ッフ な どの 確保

にお い て は,地 域 内外 の人 材 の コーデ ィネ イ ト ・シス テ ムの構 築 が決 定 的

な重 要 性 を もち,と りわ け,自 治体 には,こ の機 能 が 切実 に期 待 され る7)。

E.情 報 シ ステ ム と交 通 ・輸 送 シス テ ムの整 備.地 域間 の情 報 の相 互 公 開 と

相 互 の 比較 可 能 性 の拡 大 は,固 有価 値 の評 価 シス ナ ム を創 り上 げ る前 提 で

あ る8)。 そ して,固 有価 値 をに な う多様 な財 の供 給 と固;有価 値 を評価 す る

国 民 との 「出会 い」 の機 会 が拡 大 す るよ うに,一 方で は地 域 の情 報 発 信 機

能 を高 め る と と もに,国 民 の ニ ー ズ を正 確 に把iii:i.し,他:方で は人 間相 互 の

直 接 的 な コ ミュニ ケ ー シ 。ソ,ニ ュー メデ ィアt:ご,情 報 通信 技 術 を活 用

した 国際 的,国 内的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン ・シス.ヲ:Lムを整 備 し,あ わ せ て,

鉄 道,道 路,空 港 な どの 多様 な ア クセ ス の シス ゲ ・:・を準 備 す る。

この よ うな シス テ ム の もとで,地 域 の 固有価 値 をili!レ;,た財 や サ ー ビスが,安

定 した貨 幣 価 値 の も とで情 報 の対 称性 を確 保 しっっ 彬1…己に交換 され 交 流 しあ う

な らば,そ れ ぞ れ の地 域社 会 は相 互 の個 性 か ら学 習 し奮 う こ とに よ って,こ の

よ うな シ ス テ ムが 存在 しな い場 合 と比 較 して,固 有 価 恒 の 自己評 価 が 可能 とな

り,固 有価 値 を活 か した生 産 や生 活 の様 式 を活用 して,地 域liヨ立 の条件 を拡 大

す るで あ ろ う9)。

そ して地 域 自立 の条 件 を確 立 す る過程 にお いて は,固 有 価 値 を生 産 や生 活 に

活 かす こ とに よ っ て生命 活動 を充 実 させ る とい う欲=h,:1や潜 在 的 ・・一 ズが地 域 を

構 成 す る コ ミュニ テ ィの基礎 に在 る限 り,地 域 にお け る固有 性 を踏 ま えた科 学

と芸 術 の創 造,技 術,技 能,熟 練 の蓄 積 の形成 と固有 価 値 を享 受 し う る力 量 を

7)農 山 漁 村 活 性 化 研 究 会,同 上,79-80ペ ー ジ。

8)S.&B.Webb,AConstitutionfortheSocialistCommonA%… ・1:ぬる 【ゾGreat.Britain,工920,

(岡 本 秀 昭 訳 「大笑 社 会 主 義 の 構 成 」 木 鐸 社,1979年)。 池 上 惇 陛}理 経 済 論.一 人 間 に よ る 国 家 ・

資 本 ・環 境 の 制 御 一 」 右 斐 閣,1984年 。

9)池 上 惇 「人 間 発 達 史 観 」 青 木 書 店,1986年,25-26ぺ.一 ジにis1・1.'.>H.ス ミス の;・ モ ン ・ス トッ

ク論 を参 照 。
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備 えた住 民 の形成 が 見 られ,こ れ ら を基礎 ヒした著 作権 と知的 所 有権 の 比 重 の

増 大 に よ って,地 域 社 会 の情報 発 信 能 力 幟 一.一・層 高 め られ る もの と思 わ れ る。

3,憲 法 的 ル ール とイ ンフ ラ ス トラ クチ ・

地 域社 会 の 個 性 を コモ ン ・ス トッ クと1

され る と.国 民 経済 的 に見 て,地 域 発 展6

に 迫 られ る。 例 えば,地 域 ご との個 性 的:1

保 障 し(地 方 自治 の本 旨),社 会 的 な レゾ

ニマ ムの設 定 や 地方 財 政 調 整制 度 の整 備

にわ た る調 整 の シ ステ ム な ど)が 憲 法 的:1

そ して,こ れ らの ル ー ル に基 づ い て,・1

供 す る公 共 施 設 が情 報,金 融 エ ネ ルギ ・

土地 ・環 境,な ど多方 面 にわ た って建 設=

ル ール に よって規 定 され,社 会 的 な生 産 ・

施 設 を イ ンフ ラス トラ クチ ャ 』 と定 義 す1

な定 義 には,本 来,法 制 度 が 含 まれ て い 『

に おけ るB.S.Katz,lnfrastructure,'o))

利 用 者が 特 定 で きず,初 期 投資 の額 が 大i

こ こで の定 義 は法制 度 を イ ン フ ラス トラ ニ

生 産 や消 費 の共 通 の基 礎 とい う とき,そ1;

正 義 にか な い,分 配 の公 正 を実 現す る,1

て い る こ とを再 確 認 した にす ぎない1[1)。i1

か る憲法 的 ル ール か ら自由 に な り,特 定j1

追 求 の 手 段 とな る こ二とに よ って公 共 性 が:1

と化 して しま う こ とが あ る。

1i顕....一..

ジて:相互 に活 か し合 う シス テ ムが構築

;た め の初期 的 な条 件 を整 備 す る必要

1こ公 共 的意 思 決定(多 元 性 を もつ)を

・:〆1・.で調整 ナ るノレール(ナ シ ョナ ル ミ

あ るいは都 道府 県 と市 町 村 の行 財政

::レ ベ ル で整 備 され な けれ ば な ら ない。

i:、.地域 の生 産 嘆⊃生 活 に共 通 の 基 盤 を提

一
,交 通,通 信,福 祉,教 育,文 化,

li;九る こ とにな る。 この よ うに憲 法 的

…:1消費 の共 通 の基 盤 とな るシ ステ ムや

i…i。イ ソ=;・ラス トラ クチ ャーの辞 書 的

〔:,(例 えば,1982年 版 の経 済学 事典

鋳 くの産業 や家 計 に便 益 を もた ら し

ii'い,な どの特徴 が指 摘 され て きた 。

i:1.チャ… の基i礎 に お く こ とに よ って,

:}キ通 性 の なか に は,人 権 を尊 重 し,

ご,いう法治 国家 の 本来 の機 能 が 含 まれ

li実 の イ ンフ ラス トラ クチ ャーは,か

i…、:治家 の利権 σ)手段 や個 別 企 業 の利 益

!…i=.うくな り
,レ ソ トシ ーキ ン グの 手段

10)B.S.Ka亡z,Infrastructure,Encyclopedia`ゾ 」!.`αlo7忽`52,KingsportPress,1982.

11)池 上 惇 「財 政 学 一 現 代 財 政 シ ス テ ム の 総 合 的:lli;朋一.一・.」岩1度 書 店,1990年,第1章 。
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地 域社 会 の個 性 化 が 発 展す るには,イ ン フラ ス ト洗 クチ ャー が本 来 の機 能 を

発 揮 す る必要 が あ り,後 に見 る よ うに,一 一極 集 中構 造 の是 正ll:=おいて も,こ の

視 点 が 重 要 な意 味 を もつ 。

以上,固 有 価 値,コ モ ン ・ス トリク,イ ンフ ラス1・.ラ汐 チ ャー につ い て,情

報 化社 会 に於 け る地 域 社 会 の 自立 の基 礎 が拡 大 し うる1条件 を述 べ た。 と くに,

固有 価 値 の概 念 は文 字 情 報,映 像 情 報,音 声 情 報 の バ ラ ンスの とれ た発 展 の可

能 性 に道 を開 き,ま た,著 作 権 な ど新 しい知 的 財産::権rZ)重要 性 を高 め て,物 的

な財産 と知 的 な財 産 との関 係,両 者 のバ ラ ンス の発 靡i:に;とって,積 極 的 な意 味

を持 った と評価 し うる。 固有 価値 が財 や サ ー ビス の供 給 や需 要 に新 た な可 能 性

を拓 き,コ モ ン ・ス トック,イ ソフ ラス トラ クチ ギ.・一が共 に良 好 な場 合 に は,

究 極 的 には地 域 間(所 得)格 差 の是 正 の方 向性 を もつ もの と習 え るで あ ろ う。

II情 報技術の発農 の もとでの文 明の誹i個性的継景 と

東京一極集中(集 権的一極集 中)

1.情 報化社会 の進展 と地域格差の拡大

日本経済調査協議会が1988年 に公表 した調査報告li:!i;:「情報化社会 と 地 域 開

発」は,「 情報化社会の進展 は中央 と地方 の格差拡大 につ なが ってい る」 と指

摘 した12)。報告は,本 来地域間 の情報格差 を解 消す 浬iはず の情報化の進展が逆

の結果 を もた らした原因 として,「 経済的合理 性に〕ilii.も敏感な産業界は効 率性

に即応 してゆ くた めに中央重視 の企 業戦略 を着 々とi　i;1えっっあ る」 こと,地 域

開発が 「中央依存型」 で中央 で構想が打ち上げ られ ると.「`金太郎飴'的 地域

開発 プラン」 が氾濫す ること,従 来の農業 問題 と並 ん..で「現今の貿易摩擦 によ

る輸出型産業 が受 けた打撃は,即,地 方 の産業基盤・:;1=:弱体化 に・つなが ってお り,

地方の情報:蓄積力 にマイナスの影響 を与 えている」 こと,な ζで ある13)。

12)日;薙 細 査編 会 調査報告書 「情報化社会と地域開発」:甥 年,に莚報告1ペ ージ。

13)同 上,1-4ペ ー ジ 。
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これ らの 諸原 因は,情 報 技 術 の 進 展 の も

性 や文 化 を省 み ない画 一 的 な形態 で再 編 成

れ た こ とを 明瞭 に示 唆 して い る。

5・6号

二=で,生 産 や生 活 の様式 が地 域 の個

9i:;れ
,文 明 の非 個 性 的継 承 が行 なわ

2.企 業 と国家 のネ ッ トワークの発展 と憐

日本型産業社会 の特徴 については,さ ま

近の研究動 向 としては今井賢一教授の 「資

念が注 目され る。 この見解は,従 来 日本的.

企業 グル ープの形成 が現代の情報化社 会に:

報 ネ ッ トワークの活用 による効率」 な どの1

において も取引費用 の内部化の もつ効 率性・

とに伴 い,資 本主義 である限 りは資本 間の1

「システム間競争」 を生 みだ した,と いう二

よ うなシステム間競争 の一般性 を主張す る1

特殊性があ りうるごとを否定す るものでは:1

閥や系列 の問題 については,1960年 代に宮ll

構」 において解 明され た。 そこでは 日本 の;1

ワンセ ッ ト」 の構造 を持 ってお り,ひ とつ(1

ひ とそろいの産業 をグル 「プとして組織 い

競争 ぽ,技 術導入 ・開発競争に よる技術革ill

争 を生み だ して,日 本産業 σ)再編成 を余齢:

政府 が系列外の資本 の参入 を事実上制限 し,

便宜 を計 ってい ることを指摘 されてい る。 そ

の過 当競争は技 術革新や資本蓄積 にあた っ「:

い ることをも分析 されてい る15)。

iil.:1ネ、ッ トワー クの機 能

ざま な ア プ ローチが 可 能 であ るが最

ンli;::≡1三義 の シス テ ム間競 争」 とい う概

;1、』:.特殊 性 で あ る と され て きた系 列 や

;「1;.い.ては,「 範 囲 の経 済 性」 や 「情

i:i.:しい 状況 が生 れ,ま た,経 済 理 論

lil=:非効 率 性 の問題 が理 論 化 され た こ

　一:争に於 い て避 け る こ との出 来 な い

,.:層.(.iある1嚇㌔ もち ろん の こ と,こ の

:::,と.は.、シ ス テ ム間競 争 の 日本 的 な

;.::い。 日.本型 産 業 社 会 と も言 え る財

罷 勢 一教授 が 「戦 後 日本 の 経 済 機

::i
,列ぽ主 力銀行 を中心 と した 「系 列

:.:系列 が鉄 鋼 か ら電機 にい た るま で.

:::お.り,系 列 を背 後 に もった企 業 の

=堂 促 進 す る半 面
,し ば しば 過 当競

:.:く:.させ.るこ と,こ れ らの 背 景 に は,

祭 列 には 「機 会 均 等主 義 」 各 種 の

`..して
,、:=,のよ うな系 列 ワ ンセ ッ ト

:.,農 村 か らの労 働 力 吸 引 を続 け て

1の 今井賢 一 「資本主 義 の システ ム間競争 」筑 摩書房 、.092年.。

ユ5)宮 崎義 一 「戦後 日本 の経済機 構」 新 評論,1966年..,
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戦後改革における内務省の解体は,明 治以来の 日:本:型官僚機構 に終止符 を う

つか に見 えたのであるが,1950年 代半ぼに至 ると占領政策 の転換や地方財政赤

字の増大 を機 として,財 政 ・産業 ・地方行政な どの:分野 を中心 に中央政府の権

限 が強化 された。1965年 には三 菱系三重工 の合併 に象徴 され るよ うに,主 力銀

行系列 の大企業 の再編成が進行 し,自 動車や嫁電 など新興産業の発展 が続 く。

行 財政組織 の集権 的 システムと大企業 を中心 とした集権的 システ ムは相互 に密

接 な依存関係 を持 つ ようになる。 この結果,日 本 の行財政組織 と産業組織 は制

度 と人事 の交 流が進 み,最:近 のアメ リカ合衆 国の研i…ll:!.者に よる日本産業 や予算

制 度研究 につ いて必ず指摘 され てい るように,管 理 システムの集権性,画 一性,

類似性 が 目立っ よ うにな る16)。

かか る状況の もとで1970'代 後半か ら80年 代 に:・::1.叶て,情 報技術 が導入 さ

れ ると,系 列 と中央 集権的行政組織 の効率 化 を優先℃ る:方向で情報化 が進 み,

地方 自治や コ ミュニテ ィ自治 を強め る方 向での情報イ:は著 しく立後れ た
。

村お こ しの成功 で,よ く知 られてい る大分県大山柑 「こ…匿,情 報 化の面 で も,例

外的 に,進 んだ農 村 と評価 され る。 岡橋秀典氏 は 「情報 化 の進展 と農村社 会」

において,こ の村 では他の農 村には稀であ った 「イン.:ヲ:'リジ 、、、ソスにかかわ る

情報の入手 と創造 情報変換機能 を重視 し,こ れを担.う人材の育成 に も取 り組

んで きた」 ことを指摘 され る17)。同氏 によると,こ と.でぽ戦前 の ムラ型地主 中

心 の情報変 換機構 か ら,外 部 に開かれた情報 の個 々人 への受容 を前提 とした上

での新 た な自主的情報 変換機構が構築 され てい る。農村 の情報化 にかかわ る空

間系 のメデ ィアの自主的 な発展 と蓄積 がな くては,ll陛1間 系の有効 な活用は困

難 で.あり,ま た,自 主的 な地域振興への取 り組 みがあ ・.りてこそ,情 報への ニー

ズが高ま り,自 主放送 な ど,内 外の情報 を コーデ ィネイ トす る機会 も多 くなる
。

大山町 にみ られ る情報化への対応 は,地 域母会がlii…III≡:的に地域 の固有資源や

技術 を活か して.あ る設計 を行 な う力量 がなければ,碍 報技術 を導入 した地域

16)」 ・C.Campbell,C・ntemp・raryJapaneseBudgetP・'幡
,:[.117.

17)北 村 嘉 行,寺 坂 昭 信,富 田和 廃 線 「情 報 化 社 会 の地 域 構 造 」 大!;II堂
,」.9139年,201ペ ー ジ 。



10(206)第149巻 第4.1

の 自立 は困難であ った ことを示唆 してい る

の増大 もあ って,大 規模 な町村合併が行 な

農村 の水利権 や財産区は多 くは公有 とな り.

コ ミュニテ ィの意思決定機構や 自治の シス

財政 委員会 の廃止,教 育委員会公選制 の廃

な どの結果,む しろ,後 退 し,地 域の住民

やル ールのない状況 で,専 ら地域 外の情報

に陥 ったユ8。と りわ け,繰 り返 し行 なわれ.

中央政府 の策定す る開発計画 に応 じた地域

や人 口流 入による市場 の発展があ り,こ れ1

得す るのは難 しく,そ の地域社会 は,し ば

う傾 向が強 められ る。

他方で,系 列や中央集権 的な政府への情1

集中 を大 規模 に進行 させた。先 の 日本 経済i

が東京都 に本社 をおいてい る。 その理 由は

「売れ筋 商品の探 索 ・調査 を行 な う」 「他=」

う」 「中央政府か らの情報収集 を行 な う」}

本社 をお く企業ぽ,「 他社 や業 界の情報収1

の接触 に不利」 である とす るものが過半数

日本では企業間の情報交流や政府 と企業1

対面 しての コミュニケーシ ョンが主流 であ ・

重要性が増 す ようである。系列 と政府 とのli

ば,こ の結果 ば当然であ ろ う。本社 や中央:i

すれば,営 業活動の集積 は,銀 行のナ ソラ・

中 となる。金銭的 な価値 は中央 に集 り,固 フ1

.

≡け6号

.しか し,第2次 大 戦 後,財 政赤 字

われ,伝 統 的 な 自治 の基 盤 で あ った

1生 活様 式 の近 代 化 に も.かか わ らず,

ヴ'ムは,集 権 的 な官 庁 の新 設,地 方

上二.,大規模 な町村 合 併 や 学校 統 廃 合

に:.1地 域 の共 通 の利 益 を考 え る機 構[..

::∴:こって操 作 され る 「受 身」 の状 況

;:::.=1二場,企 業 の誘 致 は企 業 の系 列 や

に:.・塵 補.助金 ・匠到定 資 産 税 収 入 の増 加

1:=..応じない と補助 金 の優 先順 位 を獲

;:...2.こ…匿.財政赤 字:と過 疎 に直 面す る とい

i…=…技 術 の導 入 は,大 企 業 本社 の 東 京

護:査協 議 会 の報 告 も上 場 企 業 の50%.

'.
マー ケ テ ィ ング活 動 を 行 な う」

:…;:業・他産 業 か らの情報 収 集 を行 な

、..=.:と::が上位 を占 め る。 他方,.地 方 に

i旨i:1.こ:=不利 .」 「政府 な どの行 政機 関 と

i…ピ占め る.19㌔

1.:.の情 報交流 が活 発 で あ り,そ れ も

::、て'情報 化 カミ進 めば 進 む ほ ど,そ の

、:i係が ビ.ジネ ス に と って重 要 であ れ

i…i三鷹 が 中枢:管理 機 能 の象 徴 で あ る と

':./化 に伴 う預 金 高 の異常 な東 京 集

…f価値 をに二な う地 域 の 自主 的 な意 思

18)同 上,197ペ ー ジ 。

19)日 本 経 済 調 査 協 議 会 報 告 書,同 上,37-39ペ ー ジ.,
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決定 とそれ に よって制御 された産業や行政 は衰退す る。

系列や 中央政府 によ る情報 の集中処理は著作権や地域の固有価値 な ど情報 の

個性 を喪失 させ,標 準化 と画一化 によって情報 の蓄積 と伝達 と処理 は高速化 が

可能 とな り,範 囲の経済性が もた らす効率は増大す るが,:地 域 の個性 を相互 に

活か し合 い学習 し合 うことによって得 られ る効率性 とそれ を基礎 とした地域 自

立 の可能性は著 しく弱 め られ る。

文明の成果 は,生 産,流 通,消 費 な ど,あ らゆる方面 に浸透す るが,そ れ ら

は個性的情報 の非個性化 と集 中 ・再分配 に よる画一 的生 濃様式 を もた ら し,こ

の様式 の農村 への波及は,人 口移動の重要 な原因 とな る。

この過程 で集権的一極 集中の基礎 とされ た首都圏経.済の強 さと同時に,弱 さ

も表面化 す る。地価 ・株価 の異常 な高騰や各種 の大都市 圏問題 カミ現れ て,主 都

機能分散論が台頭す る。 しか し 「まだまだ続 く東京間.への集f17.」とい う評価 が

都市化 の長期 傾向 を根拠 として是認 され ているのが現実 であ ろう20)。また,一

極集中 の過程 でみ られ る若干の地方分散化傾向,と くに管理部門従業者 の地 方

中核都 市への分散化 もみ られ,バ ブル崩壊後は,不 断!、の進行 とも関わ って,過

剰 労働 力や過剰資金 の分 散化傾 向 もあ らわれ るであ ろ う。

3.改 革 の方向 をめ ぐって

先 の報告書は東 京の機能 の分割提 案な ど,一一極集 「

とめて いる。

1)日 本 国土 の諸機能の中央集中(富 士 山型)を:i

換

2)地 域主導型地域開発 のための財源配分方式 の　

3)地 方への権限委譲 と広域圏の確立

4)地 力 に研究 ・開発基地 を配置 して行 くことに.

::=:.是正 策 を つ ぎの よ うに ま

…li…方分 散(八 ケ岳 型)へ 転

1…≡i:立

;::る地 方 の情 報 アセ ッ トの

20)例 えば,平 本一 夫,三 菱 総合 研究所 都市 経営 部 「2001年 東京[…il…の豊 か さ と:フく安」PHP研 究 所,

1991年 。
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強化

5)地 方 を中 核 と した国 際化 に よる地 方1:;:情報 ア セ ッ.トの強 化

6)交 通 。通 信 網 の地 域 間 ・地 域 内ネ ッ.ト1:フー クの充 実21)

これ らの 提言 を念 頭 にお い て,内 発 的 発 厩 の理 論 を検 討 して 見 よ う。

11:1内 発的発展の論理構造

1.鶴 見和子氏 の内発的発展論

内発的発展 の理論は,鶴 見和子.川 田侃 宮本 憲唱 守友裕一 氏 ら,数 多 く

の提 起が行 なわれて きたが,こ こでは この業i輪のモデル として鶴見和子氏の理

論 を取 り上げ る。

氏 の主張の基本思想は次の叙述 に端 的に;lil;塾:れてい る。

「非西欧後発諸国に もそれぞれの社会 の伝統 に基づ き,自 然生態系 に適応

した内発的発展が可能 であること」

「内発的発展 とは,目 標においては人類共通 であ{り,目 標達成 への経路 と,

その 目標 を実現す るであ ろう社会 のモデルにつ いては.多 様性 に富む社会変

化 の過程 であ る。共通 目標 とは,地 球上のすべ ての人 々お よび集 団が,衣.

食 ・住 ・医療 の基本的必要 を充足 し,そ れぞれ の個人 の人 間 としての可能性

を充分 に発現 できる条件 を創 りだす ことである,,そ れは,現 在 の国内および

国際間の格差 を生み出す構造 を.人 々が協力 して変革す ることを意味す る。

そこへ至 る経路 と,目 標 を実現す る社 会の姿 と,人 々の暮 らしの流儀 とは,

それぞれ の地域の人 々および集 団が,固 有 の 自然生態i系,に適合 し,文 化遺産

(伝 統)に 基づいて,外 来の知識 ・技術 ・制度 な どを照合 しつつ,自 立的 に

創 出す る。」22}

この定義 は極 めて 明快 であ り,多 くの分野の専門寂¢)合意 を可能 にす る。 同

21)日 本経済 調 査協 議会報 告書,同 上,5-13ペ ージ
。

22)鶴 見和子 「内発 的発 展 の理論 をめ ぐって」r社 会 ・…歪……済 シス テム』 第10号(1991年10月)エ ペ

ー ジ。
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時 に,経 済学 の ものの見方 に訓 らされ て きた人間に とン;・ては,多 様性 の是認 に

は賛意 を表す るが,そ れが,地 域社会の経済 力や経済の発展 とどの様 に関 わ っ

ていて,そ れ が地域 自立の基盤 とな りうるのか,と い う点は大変,気 になると

ころで.あろう。つ ま り,衣 食住,医 療 な ど人類 共通 の基本的な 目標 を達成 す る

上 で,西 欧 と言 わず,過 去の文明の成果 の蓄積 は どの」:.うな形 て:継承 され るの

であろ うか。 この文 明の継承 と,固 有 の生態系への適合や文化遺産 に基 づ く発

展 とは矛盾 しないのであ ろうか。 もし,矛 盾 しないのであれば,文 明を地域社

会の個性 を活か しっっ継承 しなければな らないが,そ 〔.=:1ようなシステムは いか

にすれ ば可能 なのか。 これ らの諸点 を解 明する必要性 に.ついては,お そら く,

大部分 の内発的発展論者は同意 され る もの と考 えて よいであろ う。 なぜ な ら,

「外来 の」知識や技術 や制度 の照合を拒 否す る内発 的:発展 論 著はノ」・数だか らで

ある。、

2.長 期 的視野 と分配の公正

この論文 の第1節 で述 べた ように,文 明の個性的 な継承 と.非個性的 な継承 と

の二つ の可能性 を認 め ることは,上 記 の諸問題を解決す.る第…歩 である。文 明

には精神文 明と物質文 明が あるとい う通 説に従 えば,こ:.れ ら両者 を,受 容す る

際 に,地 域社会 の固有価値 を正当 に評価 するシステム.を地域社 会が持 ち うるか

どうか,は 決定 的 な問題 となろ う。

いま,問 題 を国内の格差 に限定 しよ う。経済学者は 「効 率性 の:重視か,分 配

の公 正の重視か」 をめ ぐって大い に悩 ま された。現在 の集権 的一極 集中問題 に

おいて も,「 効率一辺倒は富士 山 を高 くはで きるが裾野がかえ って狭 くな り,

結局 は効率 を制約す る」 とい う主 旨の意見は少な くな、,.・.　li:)。この立場で評価 を

行 な う場 合 には.「 長期的 な視野 に立 った効率」 の視点 と 「分配 の公正」の二

23)「 … … この ま まに放 置 して い くと情 報 の過 密 な地 域 は ますます過 密 にな り
,過 疎 の地 域 は ます

ます過 疎 にな ってい き,地 方 の活 力の衰 退は長期 的 に は 日本経 済 の健 全な成.長1こと って障害 にな

り,不 効 率 にな って い くで あ ろ う。 一 方,社 会的 公正 の観 点 か ら1』、情報 の過 密 ・過疎 の状 態 が

極 端 な形 で進行 して い くことは望 ま し くない.」 日本経済 調査 協議・1…ミ.,前 掲,5ペ ー・ジ。
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つ の視 点 が必 要 とな るで あ ろ う,、

そ して,さ らには,こ の論 文 の 第1節 で 指摘 した よ うに,「 地域 間 の個 性 の

差 異 を、 相 互 に尊 重 し合 って,自 立(自 発.[i:1.と自治)と 協 調(国 民 経 済 的 な視

点 か らの)の ル ールや シ ス テ ムを創 りだ し、 それ に よって地 域 の独 立 性 の基 礎

㌍拡 大 す る」 とい う視 点 が必 要 で あ ろ う。 …モ ン ・ス トックの概 念 は 国 民経 済

的 な視 野 に た って,地 域 の個 性 を活 か し合 ・i…シス テ ムを地 域 の個性 の発 展 や 独

立性 の基 盤 を強 化 す る 「共 通 の資 産」 と して 評 価す るこ とを意 味 した。 また,

イ ン フ ラス トラ クチ ャー の概 念 ぽ,人 権 の総 合 的 な保1璋 をに な う憲 法 的 ル ール

が、 コモ ン ・ス トックの機 能 に と って不 可 欠 で あ るこ と を指 摘 して い る。 文 明

の継 承 が 科 学や 芸 術 の成果 の継 承 であ るなIll;rk:,内 発 的 発 展 は,固 有 価 値 の評

価 シス テ ム に よる文 明 の受 容 で あ り,こ の粥 価 シス テ ム は,長 期 的効 率,分 配

の公 正,コ モ ン ・ス トックの形 成,憲 法 的 ル ール の整 備 に よ って 可能 とな るで

あ ろ う。

IIIノ ー ハ ウ ・物 質 ・=:[;ネ ル ギ ー

1.人 類史 にお け る ノ ーハ ウの継 承 と ウ ザ

内発 的 発展 の理 論 の検 討 は,情 報 化 社会(

究 す るて が か りを提 供す る と と もに,自 然1

す る理論 の発 展 に よ って,社 会 科学 に おけ'

個 性 的 な継 承 とい う問題 を考 えて み る と,、

礎 に,あ る 目的 に対 して環 境条 件 を考慮 レ

己 の行 動 に関 す る情 報 と して過 去 の 「知 的}

行 動 のパ タ ー ン を変 更 す る。N.ウ イ ーナ ・

て,学 習 こそ人 類 進 歩 の原 動 力 で あ る24)。1

で あ り,現 在 の個 性 が 多様 で あれ ば あ るほ 、

だ す 。 多様 性 は 人類 の本 質 であ る との認識1

24)池 上惇 「情報化社会の政治経済学」昭和堂,1985

・.・一.:ゴ.一.一の学 習 理論

,:)発展 や成 熟 と社 会 進 化 の過程 を研

;:….学に お け る情 報 の伝 達 や 蓄 積 に 関

i:i.方法 の変 化 を もた ら した。文 明 の

'.聞 が 過 去 の記 憶 や 知 識 の蓄 積 を基

っっ設 計 をお こな い,そ の結 果 を 自

1=蓄 積 」 との照 合 を行 な い,過 去 の

…・i.こ::よれ ば ,こ の 過程 が学 習 で あ っ

..た が って学 習 は 過去 の蓄 積 が 多 様

ビ,よ り偵i進 され 発展 可 能 性 を生 み

:i'生1れる。:二の方 法 論 は,脳 神経 の

1.1.L旨196一.1.9'7・ 【く一 ε♪o
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研 究 や遺 伝子 情 報 の研究 が進 めば,一 層,豊 富化 さ:ih.発 展 させ られ て.経 済

史 の 研究 も知 的 進 化 の も とで の人類 史 の一 部分 と し.て:.の経 済 史 とい う位 置 づ け

を もつ に至 る と考 え られ る。

K.E・Bouldingは 最 近 公 刊 され た`TowardsNew:E;1⊃onomics' ,1992.に お

い て.生 物 が 受精 卵 か ら成 長 して ゆ く過 程 で,遺 伝 子.つ ま り:D[QAが 生 命 の設

計 に関 す る情報 が指 示 を流 し,温 度 な どの エ ネル キ㌦一を活 用 して必要 な物 質 を

運 び だ し,物 質 を素 材 と して設 計 され た情 報 に従 って.生物 の構 造 とな る よ うに

変 化 させ,再 構 成 す る過 程 に着 目す る。 この情 報 を生 命の 生産 に薯δけ る 「ノ ー

ハ ウ」 と考 え る と,ノ ー ハ ウが うま く機 能 す るた め に は,い くつ かの 制 約 条 件

に従 わ ね ば な らない 。 それ らは.エ ネル ギ ー,物 質,1:1寺問,そ して,空 間 で あ

る25)。

彼 は,こ れ らの 原理 を人 類史 にお け る社 会 シ ス テ ムの理 鰍1::応 用 しよ うと し

た。 応 用 にあ た って,生 物 の進 化 と社 会 の進 化 との 決定 的 な区 別1よ,生 物 の場

合 は,遺 伝情 報 の世 代 間 の受 渡 しが 受精 卵 を通 じて 行 なわ れ る の に対 して,人

間 社 会 にお い て は,非 遺 伝 的 な要 因 に よ って一一つ の世:代か ら次 の世 代 へ と 「人

間 の つ くりだ した もの を生 産 す る」 た め の情報=「 ノ..…ハ ウ」 を 「学 習過 程 」

を通 じて伝 達 す る。 「こ二の ノ ーハ ウは物 質 を`人 間:がっ く りだ した利 用 可 能 な

もの'に す るた め に移 動 させ変 形 させ る方 向 に,エ ネル ギ ー を作 用 させ る こ と

が 出来 なけ れ ば な らな い」23)と 彼 は 指摘 して い る。ll:.1::二で 彼が 「学 習過 程」 と

呼 ん で い る もの は,上 に 述 べた ウィ ーナ ーのそ れ に他 な らな㌧・,,学習 過 程 は人

間 が蓄 積 され た知 識 を活 用 し うる可能 性 を拡 大 すれ ば生勅 の場 合 に は厳 しい制

約 条件 で あ ったエ ネ ル ギ ー,物 質,時 間,空 間 の制 約 ・llヒ1大幅 に丞菱和 し うる。 そ

の かわ り.学 習過 程 を妨 げ る条 件 が発生 し拡 大 した揚 音 には、 各種 の浪 費 や 非

効 率 が 生 じて社 会 の存 在 を脅 か しか ね ない。 と くにiiilii間的制:約(r考 慮 にいれ な

い理論 は社 会 を大 きな障 害 に直 面 させ るで あ ろ う。

25)K.E.Boulding,TowardsNewEco㎜ ゴ05,1992,Chap.3.

26)1ゐ ゴ4L,P.55.
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2.生 産 要 素 に つ い て の新 概 念 の提 起 一 ノ.一..・・.・ウ ・物.質 ・エネルギー一

従 来 の 経済 学 は生 産 の要 素 と して,資 本:,労 働,土 地 を挙 げ るの が常 で あ っ

た 。 これ に た い して 彼 は,「 ノ ーハ ウ,ニ ネル ギ ー」 を こそ生 産 の要 素

に挙 げ るべ きだ,と 主 張 す る27)。 この報 告 曽ミ:{.まノ …　 ウ を 「固有 価 値 ま たは 知

的 資 産」 とい う語 で用 い て,そ の質や 過 去 か らの 蓄積 の持 つ意 味 を強 調 して き

た。

現 代社 会 に お い ては,ノ ーハ ウ、.ニ ネ ルギ ・.一,物質 を有 効 に コ ーデ ィネ イ ト

しう る主 体 は,一 定 の貨 幣 を所 有 す る家 計、.壬:≧::業(営利 組 織 と非 営利 組 織 を含

む)で あ る。 そ して,コ ーデ ィネ イ トされ た:結果,生 産 され た もの を市 場 で正

当 に評 価 し,充 分 に つ か い こな せ る人 や 集 団 が な くて:は,学 習 過程 は有 効 に機

能 しない 。貨 幣 を所 有 して い るが,ノ ーハ ウ:2:)使ノ調法 を誤 り,物 質 とエ ネル ギ

ー を浪費 す る供 給 者 もい る
。 また,貨 幣 は所 有 し一(=いるが,財 を享 受 す る能 力

が な く,情 報操 作 や依 存 効 果 に よ って財 を購 入 す る消 費 者 や 住 民 が 多数 を占 め

る場 合 もあ る。 これ らは1財 の金 銭 的 評価 を,固 有 価 値 や空 間(地 域 社 会)な

どの総 合 的 な評価 に優 先 した結 果 で あ る。 ラニ:・:.キンは 固有 価 値 を活 か した生 産

の成果 を反映 した貨幣 の蓄積 を潜在的蓄積(.SdOre)と 呼び,単 な る貨幣 の蓄積

と区別 す ることによって金銭的評価 に優先す る評価基準の必要性 を示唆 した25)。

この よ うな評価基準 が,供 給者 と需要者 の双:方に確立 しうるた めの条件 は何 か。

それ は有効 な意思 決定の システ ムと固有価値 を系統 的に教育 しうるシステムを

地域社 会が 自主的 につ くりあげ る努力 を自治体や政府 が公 的に支援す る制度 を

確 立す ることであ る。大 山町 の 「村 おこ し」 をは じめ、多 くの地域活性化 の経

験 は,地 域の固有 の ニーズを認識 して 「仕事 をお こ.す」 コーデ ィネイターの活

動 を地域社会 に取 って公共性 の高い業務 と認め,税 制や補助金 で支援す ること

27)K.E.Boulding,EvolutionaryE`onomics
,1981,Cl:、1…L】:,、4,猪木 武 徳,望 月 和 彦,上 山 隆 大 訳

「社 会 進 化 の 経 済 学 」 第4章,K .E.Bouldiロg,Tow:;1.i・ 「ガ.∫N⑳Eσ`1πo癬c5,1992,Chap .3,に

も同 主 旨の 指 摘 が あ る 。

28)エRu・kin,MuneraPulveris ,SixEssaysnntheE:　 伽 鳩 、ゾP・liticalEcon。my,1972 .
Chap・2・ 木 村 正 身 「ム ネ ラ ・プ ～レウ 禺 リ スー一政 治 経 漣:目;:i陸論rl関 書 院 ,1958年,第2章 。
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が,い かに重要 であるかを示 して き.た。 ここでは,・.・.一一..ズを充足 し,あ るいは,

固有価値 を創造 して供給 しようとす る個人の個性 的な 「い ぎがい」の追求 と,

個 性 を活か し合 える社会 の しくみ をつ くるための共通の業務 をつ く りあげ るこ

ととが,総 合的 に実現 され る。私益 と公益の対立 は..人 間が 「い きがい」 や

「アイデ ンテ ィティ」 を欲求 と して持つ にいたる と/…気1第に解消 の方向に向 う。

これ らは端的 には家計や企業や政府(自 治体)の 個'i:1…の 追薯註が主 目的 とな り,

金銭的価値 の確保は,こ の 目的 の為の手段 として位眉:付 け られ うることを示 唆

す る。地 域エ ゴと集権的画一化 に代 って,個 性 と公正 なル回 レの確立が必要 と

なる。

家計 も企業 も,個 性を持 とうとすれ ば,そ れ ぞれの持つ固有価値 の継承 と発

展 のために,教 育の機能 を持た ざるを得 ない。情報技…術やパ イテ クの導入は,

固有の知識,熟 練,設 計能力(デ ザ インを含む).::il≡:物種 の重要性 を高 めると

ともに,す でに蓄積 され た固有価値 を情報技術や遺1i≡1子操 作技術 を用 いて複写

し,多 品種少量 の生産 システムを確立す ることが で きる。 したが って,将 来 の

生産体制は,一 方で,固 有価値 を継承 した熟練者や:ill:術家 な と〕を(科 学者 と並

んで)教 師 とした各種教 育機関 と密接 な関係 を もつ.ようにな り,他 方 で,大 き

な研究開発部 門 と自動化 された工場 システムを もつよ うになるであろ う。地域

社会 におけ る固有価 値の創造 と発展 が　イテク,・ ミ:イテクの導入 によ って産業

と しての 自立性 を達成 し,こ れ らの技術が熟練工 を::排除す るのではな くて,彼

らを固有 価値の担 い手 として,そ の教育機能 に期待す る生 産のシステ ム,こ れ

が地域 自立の経済的 な基礎 とな るのではあ るまいか、、

地域社 会 におけ る内発的発展 は,固 有価値 な どを評価 しうるキ イ ・パ ース ン

と固有価 値 を認識 して享受 しうる住民が必要 であ り,内 外 の知的な資産 を有 効

に活用 しつつ,学 習過程 を保障 し,地 域 の環境 と文化 に適合的なノーハ ウを創

造 して地域 ρ固有 の物質や エネルギ ーを活用 し,生 産 ・生活 ・行縢 ・統治 な ど

に活かす ことが求 め られ る。集権的一極 集中の是正ば,こ の ような基礎 理論 の

土台の上 で,は じめて可能 にな るので ある。


